
（3）残された問題点

1）造成，維持管理関係

耕起造成草地では，エロ－ジョンの発生している場所への牧草導入技術，発生防止技術，その他

今後更新年限に達するとみられる草地の更新方法の検討（この点についてi嘉葡竃遣粛草地頑亘も

っと切実な問題である）。

不耕起造成草地では．急傾斜地用の施肥機の開発．航空隊利用による低コストの施肥管理法の検

討。

土壌条件，気象条軋　利用内容等に合った導入品種の組合せの研究が必要になろう。

また，急便斜地専用機種の実態調査と作業体系の確立，開発も強く望まれる。

2）貯蔵粗飼料の大量調製技術関係

乾草収納作業の省力機械化および収納施設の改善。ベールサイレージの貯蔵時の省力化。

3）草中のミネラルノミランスの改善

特に家畜に直接採食される放牧地における土一事一家畜の生態系の塩類収支の実態解明と利用法，

施肥法（造成時の土改材の再検討も含む）によるミネラルバランスの改善の検討。

（話題提供）北上山系開発における草地の研究成果と問題点について

岩手県畜産試験場外山分場長　道　又　敬　司

1．問題の所在と試験研究の経過

（1）北上山系地域の草地開発

北上山系地域は県土の70帝におよぷ106万血の広大な土地をはじめ．各種の豊富な資源を有し

ながら，きびしい気象　起伏の多い地形，遠隔立地など自然的社会経済的条件が北上川流域周辺に

比べて不利なため低利用の状態におかれてきた。そのため，地域発展に対する住民努力はもとより

県でも北上山系開発を県勢発展計画の大きな柱の一つに位置づけてきた。国においても国土の有効

利用と国民の食塩供給基地建設という国策的命題に沿って，昭和44年以来「広域農業開発事業」

および「大規模林業困開発事業」実施地域として指定されたことから，県は，畜産と林業を基幹と

しながら，地域内産業の調和した開発の可能性を模索，調査してきた。その結果，畜産部門におい

ては50年度から新山貞任地区（肉牛）．書巻地区（酪農）が先発して事業着工することとな＿り

北上山系開発は緩やかに，しかも着実に動きだした。

開発構想の概要は地域内の山林原野約89万んのなかから，草地開発可能地約6万んと17万5

千血の林地を畜産に利用して，昭和60年までに乳．肉用牛を現在のa3倍の30万頚に増加させ

ようとするものである。

山系のめざす畜産経営計画は，草地造成を主とした豊富な資源の利用により，コストの低減をは

かり経営基盤の安定につとめることと，哺育，育成，飼料生産などを専門分化する機能分担方式を

すすめ，畜産農家の規模拡大を促進する一九　地域の土地利用計画にあわせて大規模経営も行われ

るようにすることが重要な柱になっている。作目別には，酪農経営は放牧搾乳を専門とした大，中

規模牧場の創設と米作などの複合経営による20～30頭規模の搾乳農家群の育成，肉牛繁殖経営

は当面15頭程度の複合経営として規模拡大をはかることとしている。

－69‘－



吻　試験研究の経過

l）人工草地関係試験

岩手畜試発足当初には傾斜軋高原等の生産力の低い野草地を牧草地化するため，不耕起による

牧草導入の試験（昭38～42）を行った0次いで蹄耕法で造成された草地の維持管理試験（昭41

～43）が行われ・造成後の放牧利用条件と草生との関係が検討された0中核課題のなかでは「放牧

用草地の造成および利用維持管理技術」と「貯蔵粗飼料の大量調製技術」がとり上げられ．大規模

経営に適用する技術の検討が行われた0また・これに併行して放牧用筆種，不耕起草地の施肥法．

林内における庇陰と草生・セーブドパスチャーの管理方式などの素材試験も実施している。さらに

越冬飼料確保の中心技術として「高冷地における大量調製グラスサイレージの品質改割（昭48

～50）の課額に剛組んだ。現在は「高冷傾斜地における不耕起放牧草地の永年維持技術」と「高

冷傾斜地におけるトワインレスサイレージの大量調製と品質改善」について検討している。

2）自然草地関係試験

昭和45年に自然草地の活用をはかる前提として・自然放牧地における草地生産力の実態調査が

行われた。次いで「自然草地と不耕起草地併用による自然草地の効率的利用就削（昭44～48）

により・シノミ型野草地と不耕起草地の組合せ利用による効率的放牧利用技術を検討した。また，中

核課題の中でも・サ耳地を含めた野草地と牧草地の組合せによる放牧期間の延長について検討され
た。

3）林地関係試験

下刈省力実験事業（昭45～49）として・アカマツ・カラマツ造林地に家畜を放牧して．林畜

複合利用の可能性について検討した。しかし・高原圏の樹木は生長が遅いことから引続き「肉牛放

牧による高原造林地牧糞力の年次推移」（昭50～52）を課題化し造林後の放牧可能年限を明ら

かにするための試験を行っている。

（3）草地開発方式

現在「山地における広葉樹林帯の草地開発方式」（昭49－53）と題して，択伐と植生，放牧

地の造成利用条件と放牧環境及び土地保全などの関係を追究中である。

2・これまでの主な試験研究の成果

（1）不耕超によるシバ型野草地への牧草導入試験（第1表）

シバ型草地において・刈取利用条件で火入れ・殺草乱石灰窒素，無処理で導入方法を検討した

ところ・種子の着床・発芽の差による牧草化過程の差はあったが．播種翌年の春には．各処理区と

も90痴以上の牧草率となり・適正管理することにより，無処理でもシ′嘩地の牧草化が可能であ

ることが示された。また，家畜の放牧を利用したシバ型野草地への導入は●・火入れ施肥播租後放

牧（鎮圧及び野草抑圧）・管理放牧によってその日的を十分連することが可能であった。
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第1義　軍種構成の変化及び生草収量（シバ型野草地への導入試験）

ノ広

区 名

生 革　　　　 の　　　　 競　　　　 合 生 草 収 量

k 琶／／a施 肥 4 1 年 1 0 月 1 1 日 4 2 ． 6 ． 2 7 ． 2 6 1 0 ． 3

牧　 草 野　 草 牧　 草 野　 草 牧　 草 野　 草 牧　 草 野　 草 4 1 年 4 2 年

1 無　 処　 理

少 肥

6 ．8 9 3 ．2

4 2 ．4 5 7 ．6 3 8 ．5 6 1．5 5 3 ．9 4 6 ．1

3 7 ．7

1 6 6 ．0

朝 巴 5 5 ．9 4 4 ．1 5 7 ．9 4 2 ．1 6 0 ．0 4 0 ．0 2 3 2 ．0

朝 巴 5 6 ．7 4 3 ．3 6 8 ．3 3 1．7 7 3 ．2 2 6 ．8 2 7 7 ．3

2 ス ト ッキ ン グ

少 肥

2 7 ．9 7 2 ．1

6 1．8 3 8 ．2 5 2 ．0 4 ＆ 0 6 4 ．8 3 5 ．2

2 8 ．5

2 0 5 ．7

倒 巴 7 1．2 2 8 ．8 6 5 ．8 3 4 ．2 7 8 ．1 2 1．9 2 4 9 ．1

刻 巴 8 6 ．3 1 3 ．7 7 4 ．0 2 6 ．0 8 7．0 1 3 ．0 3 1 3 ．1

3
前 放 牧

ス ト ッキ ン グ

少 肥

5 8 ．5 4 1 ．5

8 7 ．0 1 3 ．0 7 7 ．7 2 2 ．3 8 2 ．6 1 7 ．4

3 3 ．3

2 1 6 ．7

尉 巴 8 9 ．5 1 0 ．5 8 7 ．0 1 3 ．0 8 9 ．2 1 0 ．8 2 9 6 ．5

朝 巴 8 1．7 1 8 ．3 9 1．1 ＆ 9 9 6 ．2 3 ．8 3 5 1．4

4 前　 放　 牧 朝 巴 2 5 ．8 7 4 ．2
－ － － － － － 2 6 ．6

5 火　 入　 れ

少 肥

3 4 ．2 6 5 ．8

6 9 ．8 3 0 ．2 7 7．3 2 2 ．7 8 4 ．5 1 5 ．5

2 7 ．8

2 5 1 ．0

倒 巴 7 2 ．7 2 7 ．3 8 7 ．3 1 2 ．7 9 2．0 8 0 3 0 1．3

朝 巴 8 7 ．5 1 2 ．5 8 9 ．2 1 0 ．8 9 3 ．1 6 ．9 3 7 3 ．6

6
火 入 れ

ス トッキ ン グ

少 肥

7 2 ．3 2 7 ．7

7 9 ．6 2 0 ．4 8 2 ．9 1 7 ．1 9 1．8 ＆ 2

4 1．4

2 2 5 ．0

鞠 巴 8 2 ．7 1 7 ．3 8 9 ．9 1 0 ．1 9 5 ．3 4 ．7 3 1 7 ．7

多 肥 8 7 ．2 12 ．8 8 1 ．4 18 ．6 9 4 ．0 6 ．0 3 7 1．7

7
火 入 れ 前 放 牧

ス ト ッキ ン グ

少 肥

7 8 ．4 2 1．6

9 2 ．9 7 ．1 8 5．9 14 ．1 9 1 ．7 乱 3

4 0 ．5

2 4 8 ．7

研 巴 8 6 ．8 1 3 ．2 8 9 ．8 1 0 ．2 9 2 ．9 7 ．1 3 2 2 ．0

三朝 巴 9 1 ．1 a 9 9 2 ．4 7 ．6 9 4 ．2 5 ．8 3 9 3 ．1

8 火 入 れ ．前 放 牧 標 肥 6 4 9 3 5 ．1 － － － － － 3 9 ．2

9 デ ス キ ン グ

少 肥

6 5 ．8 3 4 ．2

8 1．1 1 8 ．9 弘 0 3 6 ．0 7 5 ．7 2 4．3

3 7 ，1

2 0 7 ．3

朗 巴 7 7 ．3 2 2 ．ナ 7 3 ．8 2 6 ．2 8 0 ．7 1 9 ．3 2 4 3 ．0

朝 巴 7 5．3 2 4 ．7 7 9 ．7 2 0 ．3 8 9 ．9 1 0 ．1 3 2 2 ．9

（2）草地を主体とする肉用牛生産技術体系確立に関する実証研究から得られた実用化技術

l）放牧用草地の造成と利用維持管理技術とくに長期利用性（第2表）

不耕起造成草地の約10年間の生産力を機械造成地と比較し，収量目標を血当り40tonとした

場息　なんら遜色なく．永年利用が期待できることが実証された。機械造成に比べ，造成経費も安

く，傾斜地でも造成できるので山地未利用土地資源を活用するために＿も，積極的に推奨できる。

第2衰　草地別産草量の比較

（岩手畜試　外山分場）　単位：k彰／10a，（）内乾物量
年　　　 次 1 9 6 4 年 俵 枕 造 成 草 地 ‘1 9 6 4 年 不 耕 起 造 成 草 地 1 9 ．6 7 年 不 耕 起 造 成 草 地

1 9 6 8 年 3，24 0 （　 － ） も 18 7 （　 － ） 乳 66 6 （　 － ）

1 9 6 9 年 乳 47 4 （　 － ） 4 ，9 7 3 （　 － ） 3，23 4 （　 7 2 6 ．8 ）

1 9 7 0 年 5，4 0 8 （ 1，00 之 8 ） 5，6 7 3 （　 9 8 4．9 ） 5，20 2 （　 8 7 6 ．5 ）

1 9 7 1 年 3，5 8 6 （　 6 2 0．3 ） 乳 5 5 6 （　 60 0．5 ） 3，19 9 （　 5 2 3．5 ）

1 9 7 2 年 も 3 0 6 （　 7 3 8．8 ） 4，4 7 7 （　 78 9．9 ） 4 ，61 1 （　 7 0 5．8 ）
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2）予竜体系によるグラスサイレージの大量調製（第3．4．5表）

高水分サイレージは品質に限界があるのでその改善対策として高冷気象下の山地傾斜地でも1

～2番草に予乾体系を適用できることを確かめた。すなわち－1，2番草について，水分70痴前後

に予乾した体系を高水分体系と比較し，品質．採食性，給与ロスの防止などですぐれ，作業能率に

も大差がないため実用化できることを実証した。

第3蓑　所要労力（血当り時間）

　　 作 業 別

区 分
刈　　 取

刈取 細 断

吹 上 げ
運　　 搬 詰 込 鋲 圧 均 平 被 覆 計

予　　　　　 乾 1．67 ま 92 4．80 之 0 0 A O O 1 6．39

サ　 イ　 レ　 ー　 ジ （10．2 ） （2a 9 ） （29．3 ） （12．2 ） （24．4 ） （100．0 ）

高　　 水　　 分
－ A O O 、 7．40 乙 0 0 A O O 17．40

サ　 イ　 レ　ー　 ジ （2a O ） （4 2．5 ） （11．5 ） （23．0 ） （10 0．0 ）

注（）内は全作業に対する割合

第4表　サイレージのp札有峻酸組成

水　　 分 p H 総　　 酸 乳　　 酸 酢　　 酸 酪　　 酸

予 乾 サ イ レー ジ 73．5 多 4 5 a 13 0．7 5 1．39 0

高水 分 サ イ レー ジ 8 1．8 昆 5 a O O 0．28 1．90 0．81

第5衰　サイレージの6成分組成

水　　 分・ 粗 蛋 白 租 脂 肪 粗 繊 維 粗 灰 分 無 N 物

予 乾 サ イ レー ジ 75．8 多 a 9 1．5 鼠 3 乙 2 且 0

高水 分 サ イ レー ジ 8 1．8 Z l 1．2 ・ 7．4 1．5 6．0

3）牧乾草調製時の悪天候対策としてのこん包ノミキュームサイレージ調製（第6，7表）

牧乾草の調製途中で雨が降り，そのまま放置しておくと乾草に仕上げることができないで腐敗す

るばかりか．地干しのため牧草の次の再生にも支障を釆たして収量減につながる。この点を改善す

るため，こん包バキュームサイレージに転用してロスを防ぎ十分実用化できることを確かめた。
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第6表　ノミキュームサイレージ．牧乾草の噂好性と一般成分

採食速度 （D M l．5 採食速め

p H
‾　　 般　　 成　　 分　　 ㈱

種　　 別 時　　 間 検　　 定 水 分 粗蛋白 粗脂肪 芸N 芸 七讐イ 粗灰分

バキューム
サイレージ

31分48秒 N　 18 4 95 仇0　 19・5　　 5・7　　 37．2　　 27．6　 10．0

牧　 乾　 草 39分36秒 t　＝　仇62 0・0　 13・8　　 5・3　　 43．3　　 27．3　 1仇3

第7表　作業能率（1） （勿

hr／血　　　　　　　　　hr／ん

　 区分

作業名

高水分サイレージ バキ1 －ムサイレージ　　　　 区分

牧乾草
ノミキュー

ムサイ

レージ
機　 械 補　 助 計 機　 械 補　 助 計　　　 作業名

圃
刈　　　 取 a O a O 4．0 1．67 1・67　　 刈　　　 取 1．2 1．2

場

作
集　　　 草 0．83 α83　　 反　　　 転 1．6 ま2

業 こ　 ん　 包 1．25 1．25　 集　 草　こ ん 包 0．7

1．0

仇7

1．6運
運　　　 搬 7．4

え0

4．0

γ4

2．0

2．0 ’12．0

a O

搬

仕

上

詰込（堆積） 14．0　　 着載 ・運搬 8．8 9．6

鷹　　　 匠 収　　　 納 a 2 －

げ 仕　 上　 げ 4．0 え0　　 堆積 ・被覆
－ ま6

合　　　 計 11．0 6．0 17．4 5．75 14．0 19．75　　 合　　　 計 16．5 18．9

指　　　 数 100．0 1帆 0 l仙 0 52．3 233．3 113．5　　 指　　　 数 1仙 0 114．5

4）放牧草種の組合せ（第8表）

乾物生産性・季節生産性・永続性など詩形質の絵合評価からみて有望草種はOG，KBG．TF．

PRGがあげられる。
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第8表　放牧用の草踵の特性検定試験

特性調査比較表

　 項 目

草種

革伸 草 裸

地

雑 － 最 春 夏 秋 年間収量
乾 季性 多 る

丈長
生

密
草

番
刈
収

終
刈
収

の
収

の
収

の
収

物
節の

生ふ

産れ

肥増

に収生 乾

の性 度 率 且凰 ．1≡L凰 量 jL旦 量 草 物 率 よ量

オーチ ャー ド
グ　 ラ　 ス

A B B A A B A A B A B B A A

チ　 モ　 シ　ー A C B B A B A B B A A B B B

べ レニアルライ
グ　 ラ　 ス

A A B B A A B B ■A A A C A A

トールフェスタ A B B A A A B A A A A A A B

メドゥフェスク B B B B A A B C B B B B B B

スムーズプp－

ム グ ラ ス
B C B C C C C B C C C B C A

リー ドカナリー
グ　 ラ　 ス

B B C B B C A B C B C C C C

レッ ドトップ C A A C B B ． A B B B B B B B

ケンタッキー
ブルーグラス

C A A A B B C C B C A A A A

レクドフェスク B A A A C A C C A B A A B B

ラジ′クローつく C B C C B C B A C B C C C C

ホ ワ イ ト
ク ロ ー ′ミ

備 考

（階級区分）

C

大＝A

中＝B

d t ＝C

B

密＝A

中≒B

粕＝＝℃

C

小E A

中≒B

大＝C

C

小F A

中＝＝重

大＝C

C C C A C B C　多＝A　中＝＝＝B　dt ＝C C

大＝A

中＝＝＝B

小E C

C

dt＝A

中＝＝事

大＝C

C

大〒A

中土B

d t＝C

（3）高冷地における大量調製グラスサイレージの品質改善の試験から得られた実用化技術

l）草種，標高差などによる出穂期のちがい（刈取期延長のために）（第9表）

採草期における適期刈取を実施するため，山地における牧草の生育特性を知り・革種と品種，標

高差などの組合せにより出穂期をできるだけ連続させて刈取適期の延長が可能となった。すなわち

出穂期を極力連続させるための草地の刈取順位は①オーチヤードグラス・北海道在来種・低地参オ

ーチヤードグラス・アオナミ・高地，㊥チモシー低軋④チモシー高地にすることにより従来より

10～15日刈取幅の延長が可能になる。
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第9表　標高・草種・品種別・出穂期・

（月／日）

草 種 標　 高 品　　　　 種 出　 穂　 期

オ ド

l グ
チ

2 5 0 〝l ア オ ナ ミ種 5 月 2 0 日

7 2 0 北 海 道 在 来 種 6 ／ 1 5 ～ 6 ／ 1 9

ヤフ

ース

ア オ ナ ミ種 6 ／ 1 8 ～ 6 ／ 2 4

9 2 0 ア オ ナ ミ種 6 ／ 2 0 ～ 6 ／ 2 6

チ

モ

シ

1

2 5 0 ク ラ イ マ ッ ク ス種 6 ／ 2 0

7 2 0 ク ラ イ マ ッ クス 種

ホ ク オ ウ毯

7 ／　 5 ～ 7 ／ 1 2

9 2 0 ク ライ マ ッ ク ス種

ホ ク オ ウ種

7 ／ 1 0

備考：クライマックス，ホクオウ種の出穂期の差は倒伏
によりはっきりしなかった。

2）大型バンカーサイロのギ

酸添加サイレージの品質改善

（第10，11表）

山地におけるグラスサイレージの

品質改善軋採草圃場の傾斜，分散，

突発的な機械の故障などにより作業

能率が低下し，それに加え気象条件

が劣悪なため，詰込日数が長引くと

なると，品質を安定的に保つことが

難しい。とりわけ大型バンカーサイ

ロを利用した大量調製の場合の品質

改善は，いろいろ困難が伴うが，

ギ酸を添加することによって，従来

のサイレージよりも高品質のものが

安定して得られることが明らかこなった。

第10表　　品質の比較（フリーク法）大型バンカーサイロのギ酸添加サイレージの品質改善

処　　　 理 香　 草 p H 乳　 酸　 廓） 酢　 酸　 ㈱ 酪　 酸　 ㈱ 総　 酸 （殉 評　　　 価

添　　　 加
1 4．12 1．04 之 18 仇 07 a 29 中

3 4．15 1．51 0．89 仇 07 a 47 可

無　 添　 加
1 4．71 0．66 乙 00 α 51 a 17 劣

3 4．97 0．75 1．0 1 1．17 a 9 3 劣

第11表　　pH官能法による品質比較（須藤氏法）大型バンカーサイロのギ酸添加サイレー

ジの品質改善

処　　　 理 香 草 p H （6 0 ） 臭 （1 0 ） 味 （1 0 ） 色 （1 0 ） 触 （1 0 ） 評　　　 価

添　　　 加
1 6 0 8 6 8 8 9 0 （慢）

3 5 5 8 8 9 8 8 8 （〝）

無　 添　 加
1 2 6 7 7 8 8 5 6 （可）

3 3 7 6 6 7 2 9 （劣）

（4）下刈省力放牧実験（第12表）

アカマツ・カラマツ造林地に家畜を放牧した場合の，下刈省力効果は．萌芽および野草類の生育

する春から夏にかけて早めに輪換させ．若草の採食を促し，再生を抑制することにより．3年生林
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で65軋　4年生林で76軋　5年生林96感の効果を得た。幼令造林地における放牧強度は造林

木被害からみて40CD／血前後が適当である。

第12表　生草利用率と下刈省力放牧実験

林　　　　 令
ア カ マ ツ
カ ラ マ ツ

　（瓜）

平 均 生 草 収 量 平 均 生 草 利用 率 平 均 下 刈 省 力率 平 均 入 牧 強 度

（抑 ） 傍） 愉 （C 抄 ／払 ）

2 87．7 4 6 8 8．9 2 1．7 － 17．60

3 23 1．2 6 89 1．0 4 1．5 6 5．0 38．77

4 23 1．26 8 7 5．0 42．6 7 5．6 4 2．98

5 10 7．66 99 6．0 3 3．7 9 6．1 4 1．78

3．残された問題点

（1）草地造成関係

1）放牧通草種・適品踵の検討。し好性・採食性．家畜の生産，永続性．抗病性，耐寒性など放牧

条件での検討。

2）障害物除去，急傾斜における胸高径3～10仇程度の密生雑木林の省九　校械化処理技術の確

立

（2）草地の維持管理技術

l）不耕起草地における再生雑かん木の除去技術

2）有害雑草の駆除法の確立

3）施肥（媛効性肥料・低マグネシウム血症予防のための施月田

4）航空機利用による草地管理

5）老朽化した草地の更新法（追播・作業法）

6）糞尿還元の省力化・低コスト化

（3）利用関係

1）牧草地だけによるセーブドパスチャーの利用法

2）高冷山地における貯蔵粗飼料の安定確保（添加物・排汁・こん包サイレージの二次醸酵防止）

3）山地傾斜地用適鎖積の開発

4）草地用機械の過剰投資（機械の汎用）

（4）野草地・林地・土地利用

1）落葉広葉樹林地の複合利用による土地保全と牧糞力向上技術の開発（家畜環境・公害防止．・土

壌侵蝕防止・林地化防止）

2）高原造林地の牧義力の年次推移と利用年限

（5）牧草・野草のミネラル（低マグネシウム血症・下痢等の多発疾病と草の品質との関係）
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